
令和３年 11 月 １ 日　様式３

6 交通・物流拠点へのアクセス計画（交通拠点連携集中支援）

平成30年度　～　平成32年度（３年間） 静岡市

物流機能の再編・強化を行っている国際拠点港湾清水港と基幹道路IC等を連絡するアクセス道路の整備により、現道の渋滞解消とともに物流交通の円滑化・効率化を図り、地域経済の更なる発展など生産性の
向上を目指す

・清水いはらICから清水港への所要時間を８分（R4）短縮
・静岡IC、日本平久能山SICから清水港への所要時間を５分（R4）短縮

① 基幹道路IC等から清水港までの所要時間の短縮
清水いはらICから清水港への所要時間の短縮時間＝（整備前の所要時間）－（整備後の所要時間） ０分 　 ８分

② 基幹道路IC等から清水港までの所要時間の短縮
静岡IC、日本平久能山SICから清水港への所要時間の短縮時間＝（整備前の所要時間）－（整備後の所要時間） ０分 ５分

③

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H30 H31 H32 H33 H34

A01-001 道路 一般 静岡市 直接 静岡市 都道府県道 改築 バイパス　L=2.90km 静岡市 2,427

A02-002 道路 一般 静岡市 直接 静岡市 国道 改築 現道拡幅　L=4.20km 静岡市 232

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

小計（道路事業） 2,659

Ａ2　港湾事業
事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H● H● H● H● H●

・・

・・

小計（港湾事業） 0

合計 2,659

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H● H● H● H● H●

・・

合計 0

市内部（事業関係課による横断的な検討体制）において評価を実施した後、学識経験者等の第三者で構成される静
岡市公共事業評価委員会による審査を実施する。

令和３年度

委員会での審議結果等を市のホームページに掲載する。

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）番号 事業者

省略
工種

要素となる事業名

（事業箇所）

（主）清水富士宮線　庵原～伊佐布

（国）150号　久能拡幅

事後評価の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（H29当初） 　 （R4末）

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,659百万円 Ａ 2,659百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0百万円 Ｃ 0百万円
効果促進事業費の割合



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H● H● H● H● H●

・

・

・

・

・

・

・

・

合計 0

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

（主）清水富士宮線の整備を推進するために、道路工・橋梁工に着手した。
Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況 （国）150号の整備を推進するために、物件調査に着手した。

最終目標値 ８　分
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 ０　分

最終目標値 ５　分
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 ０　分

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・当整備計画の事業は、清水富士宮線の３年債務工事（H30～R2）を残し、令和元年度より社会資本整備総合交付金事業から個別補助事業に移行し、引き続き整備を推進している。

指標②（静岡
IC、日本平久能
山SICから清水港
への所要時間の
短縮）

指標①（清水い
はらICから清水
港への所要時間
の短縮）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名
港湾・地区名

全体事業費

（百万円）工種

整備路線が供用されて効果が出るので、整備完了前（供用前）に社会資本整備総合交付金
事業から個別補助事業へと移行したため、実績値と差が生じてしまった。

整備路線が供用されて効果が出るので、整備完了前（供用前）に社会資本整備総合交付金
事業から個別補助事業へと移行したため、実績値と差が生じてしまった。
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交通・物流拠点へのアクセス計画の計画概要

A01-001

(主)清水富士宮線 庵原～伊佐布

A01-002

（国）150号 久能拡幅

国際拠点港湾

清水港

重要文化財

久能山東照宮

世界文化遺産の構成遺産

「三保の松原」

■事業箇所図

日本平久能山

※国際拠点港湾

国際海上輸送網の拠点として、

特に重要として政令により

定められた港湾

（全国18港が指定）


